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目的： 
実際に発生した廃棄RBCを後方視的に抽出して架
空の有効期限延長を最大21日まで設定し（仮想有
効期限延長日数）、延長によって転用可能となっ
た製剤割合（転用使用率）との関係性をシミュ
レーションすることによって、一定の転用使用率
を得るために必要な有効期限延長日数を割り出す。 
 
血液型、施設規模、RBC使用量、施設特性が転用
使用率にどのように影響するかについて併せて検
討を行う。 



対象期間： 
2017年4月1日から2018年3月末の期間に調査対
象医療施設で有効期限切れを理由に廃棄となった
全RBC、および期限切れRBC発生日から21日間に
使用された同型RBCを対象とする。 
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方法： 
１）施設情報に関する調査 
 
２）廃棄RBCの抽出 
 
３）血液型別・廃棄日別の廃棄RBC総単位数算出 
 
４）同型RBC単位数の日毎集計 
 
５）転用使用率の算出 
 
６）転用所要日数の算出 
 
７）血液型・施設特性による影響 
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